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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただく
ための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが
所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例
の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロ
ジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報
は本資料発行時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記
載した製品または仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品
のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約
店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ
(http://www.renesas.com)  などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料
の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその
責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリ
ズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけ
でなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断して
ください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いません。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器ある
いはシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません｡
本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底
中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、ルネサ
ス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必
要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら
ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、
誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果とし
て、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した
冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

安全設計に関するお願い

本資料ご利用に際しての留意事項
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1. E10Tエミュレータとユーザシステムの接続

E10Tエミュレータを接続するためには、ユーザシステム上に、ユーザインタフェースケーブルを
接続するためのコネクタを実装する必要があります。ユーザシステム設計の際、本マニュアルに記載
の接続コネクタとチップ間の推奨回路を参考にしてください。
また、ユーザシステム設計の際には、E10Tエミュレータユーザーズマニュアルおよび関連デバイ

スのハードウェアマニュアルを必ずお読みになってください。

E10Tエミュレータが推奨する E10T接続コネクタを表 1.1に示します。

表 1.1   推奨コネクタ
型名 メーカ 仕様

14ピンコネクタ 7614-6002○○※ 住友スリーエム株式会社 14ピンストレートタイプ

※○○はメッキ仕様を示します

•  ユーザシステムコネクタの2,4,6,10,12,14ピンはPCB上でしっかりとGNDに接続してください。
電気的なGNDとして使用する他、E10Tエミュレータがユーザシステムコネクタの接続を監視
するためにも使用しています。ユーザシステムコネクタのピン配置には注意してください。

図 1.1　14ピンストレートタイプコネクタ使用時のユーザシステム側のユーザインタフェース
ケーブル接続方法
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【注】 14ピンタイプコネクタのピンの数え方は E10Aエミュレータと異なりますが、物理的な配置
は同じです。

【留意事項】
　　1.　E10T接続コネクタの周囲 3mm四方に他の部品を実装しないでください。
　　2.　ライタモードとして E10Tをご使用するときも接続方法は同じです。

警告�
ユーザインタフェースケーブルのユーザインタフェースケーブルのユーザインタフェースケーブルのユーザインタフェースケーブルの GNDGNDGNDGND 線は、必ずユーザシステムの線は、必ずユーザシステムの線は、必ずユーザシステムの線は、必ずユーザシステムの GNDGNDGNDGND にネジ等で固定にネジ等で固定にネジ等で固定にネジ等で固定
してください。してください。してください。してください。
誤って誤って誤って誤って GNDGNDGNDGND 以外に接続または接触した場合、過電流による発煙以外に接続または接触した場合、過電流による発煙以外に接続または接触した場合、過電流による発煙以外に接続または接触した場合、過電流による発煙・発火の可能性があります。・発火の可能性があります。・発火の可能性があります。・発火の可能性があります。
またユーザシステム、エミュレータ、ホストまたユーザシステム、エミュレータ、ホストまたユーザシステム、エミュレータ、ホストまたユーザシステム、エミュレータ、ホスト PCPCPCPC 損傷の可能性があります。損傷の可能性があります。損傷の可能性があります。損傷の可能性があります。
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2. E10T接続コネクタのピン配置

　E10T接続コネクタのピン配置を図2.1に示します。

図 2.1   E10T接続コネクタのピン配置

【注】信号名#：Lowレベルで有効な信号
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3. E10Tの接続例

以下に接続例を示します。図 3.1が POR,LVDオプションレスのMCU(H8/3672F, H8/36014Fと
H8/36024Fの POR,LVDオプションレスのMCU。以下、POR,LVDオプションレスMCUと示します)
の例です。図 3.2が POR,LVDオプション実装のMCU(H8/36014(G)Fと H8/36024(G)Fの POR,LVDオ
プション実装のMCU。以下、説明の上では POR,LVDオプション実装MCUと示します)の例です。

図 3.1   E10T の接続例（POR,LVDオプションレス MCU）
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図 3.2   E10T の接続例（POR,LVDオプション実装 MCU）
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　【留意事項】

１． E10T_0～E10T_2端子は、E10Tエミュレータが占有して使用します。E10Tエミュレータ

とMCU端子をプルアップした上、結線してください。

図 3.3   E10T エミュレータと MCU の接続

　　２．NMI#はE10Tエミュレータが強制ブレークコントロールに使用します。E10Tエミュレ

　　　　ータとMCU端子を直接接続してください。ただし、強制ブレークコントロールを必

　　　　要としないデバッグをするのであれば、HEW上でモードを変更のうえ、ユーザ論理を

　　　　以下のようにオープンコレクタバッファで接続すれば、NMI#端子をユーザシステム

　　　　で使用できます（ただし、パワーオン時はE10Tエミュレータが使用します）。

図 3.4   E10T エミュレータと NMI#端子の接続
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　　３．RES#端子はE10Tエミュレータが使用します。よって、E10Tエミュレータからの

　　　　リセット入力をオープンコレクタバッファで接続し、リセット制御をユーザシステムが

　　　　行えるように、以下のような回路を組んでください。

図 3.5   リセット回路例

　　４．VssはMCUのVss端子に、VccはMCUのVcc端子に接続してください。

　　５．N.C.は何も接続しないでください。

　　６．Vcc端子への入力電圧は、ユーザシステムのVcc (電源) に接続してください。

　　　　入力可能電圧は、マイコンの保証範囲内です。

　　７．RES#端子に接続するコンデンサの推奨容量に関してはハードウェアマニュアルを参照願い

ます。
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　　８．図3.6にエミュレータ内インタフェース回路を示します。プルアップ抵抗の値などを決定

　　　　するときに参考にしてください。

8
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図 3.6   エミュレータ内インタフェース回路（参考）
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4. E10Tエミュレータと各 MCU（H8/3672F、
H8/36014(G)F、H8/36024(G)F）の相違点

(1) E10Tエミュレータは、システム起動時に汎用レジスタやコントロールレジスタの一部を初期
化していますので注意してください（表4.1）。

表 4.1   E10Tエミュレータでのレジスタ初期値
状態 レジスタ名 初期値

E10Tエミュレータ

起動時

(POWER ON)

PC

ER0～ER6

ER7 (SP)

CCR

ベクタアドレステーブル中のリセットベクタ値

H'0000

H'FF80

H'80

(2) 低消費電力モード
ユーザプログラムブレーク中は、動作を高速に行うため、CPU動作周波数を強制的にシステ
ムクロック（φ）にしています。

(3) RES#信号
各MCUのRES#信号は、GOボタンおよびSTEP系ボタンをクリックすることによるエミュレー
ションで有効です。ユーザプログラムブレーク中は、RES#信号は各MCUに入力されません。

【留意事項】

コントロール用入力信号（RES#）が”Low”のとき、ユーザプログラムの実行、またはメモリ
アクセスをしないでください。TIMEOUTエラーが発生します。

(4) システムコントロールレジスタ
E10Tエミュレータでは[IO]ウィンドウから内蔵I/Oレジスタにアクセスできますが、システム
コントロールレジスタに書き込む際には注意が必要です。E10Tエミュレータは、ブレーク時
にシステムコントロールレジスタの値を退避して、ユーザプログラム実行時に戻します。し
たがって、ブレーク中は[IO]ウィンドウでシステムコントロールレジスタの書き換えは行わ
ないでください。

(5) エミュレーション実行中のメモリアクセス
エミュレーション実行中にメモリの内容を参照、変更する場合、ユーザプログラムを一時的
に停止させています。したがって、リアルタイム性がなくなります。

(6) E10Tエミュレータは、NMI端子、RES#端子、E10T_0～E10T_2端子を使用して、MCUと通信
を行います。これらの信号は基本的には使用できませんが、NMI端子は、[Configuration] ダ
イアログボックスの[NMI signal]グループボックスの設定を変更することにより使用できま
す。
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(7) Writing Flash memoryでのSum dataについて
″Writing Flash memory″モードで表示されるSum dataは全ROM領域のデータをバイト加算し
た値です。

(8) ユーザプログラム実行時の注意事項
E10Tエミュレータはフラッシュ書込み時(Go、Step In、Step Out、Step Over)にフラッシュメ
モリレジスタ、ウォッチドックタイマレジスタを使用するので設定値が書き換わります。

(9) MCUの消費電力は数mA上昇します。これは、ユーザシステム電源電圧に通信信号レベルを
合わせるため、ユーザ電源で1個のHD74LV125Aを駆動しているためです。ただし、ユーザプ
ログラム実行中はE10Tエミュレータが通信を行わないため、消費電力はほとんど上昇せず、
ブレーク中に上昇します。

(10) エミュレータ用プログラム占有領域
フラッシュメモリ、内蔵RAMの一部の領域はE10Tエミュレータ用プログラムが使用してい
ますので、アクセスしないでください。
エミュレータ用プログラム占有領域の内容が変更されると、エミュレータは正常に動作しな
くなります。Download emulator firmwareモードで再起動してください。

表 4.2   E10Tエミュレータ用プログラム占有領域
デバイス名 プログラム占有領域

H8/3672F フラッシュメモリ　H’4000～H’4FFF

内蔵 RAM　H’F780～H’FB7F

ベクタ等　H’0002～H’0007,H’000E～H’000F,

H’0018～H’0019

H8/36014(G)F

H8/36024(G)F

フラッシュメモリ　H’7000～H’7FFF

内蔵 RAM　H’F780～H’FB7F

ベクタ等　H’0002～H’0007,H’000E～H’000F,

H’0018～H’0019

(11) E10Tエミュレータでは、ユーザプログラムブレーク時にスタックポインタを2ワード分使用
します。したがって、スタックエリアには2ワード分の余裕を確保してください。

(12) デバッグで使用したMCUは製品に使用しないでください。
フラッシュメモリの書き換え回数が多くなると、リテンション問題により、数日放置してお
いた場合、データが消えることがあります。
フラッシュメモリの書き換え回数が多くなると、データが消えなくなります。エラーメッセ
ージが表示された場合、新しいMCUと交換してください。

(13) 強制ブレーク機能
NMI信号をE10Tエミュレータで強制ブレークとして使用する場合、NMIのベクタアドレスの
内容は、E10Tエミュレータ用プログラムにより書き替えられます。ホストコンピュータのフ
ァイルとフラッシュメモリの内容とのベリファイを行うとエラーとなる場合があります。ま
た、フラッシュメモリの内容を保存しマスクROM用ROMデータとして使用しないでくださ
い。
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(14) NMI信号の使用方法設定
[Configuration]ダイアログボックスでNMI信号をユーザプログラムで使用する設定変更を
行った場合、NMIのベクタアドレスの内容は回復されません。ユーザプログラムをロードし
なおしてください。

(15) アドレスブレーク開放機能
アドレスブレーク機能をユーザに開放しない場合、アドレスブレークのベクタアドレスの内
容は、E10Tエミュレータ用プログラムにより書き替えられます。ホストコンピュータのファ
イルとフラッシュメモリの内容とのベリファイを行うとエラーとなる場合があります。ま
た、フラッシュメモリの内容を保存しマスクROM用ROMデータとして使用しないでくださ
い。

(16) Reset_CPU機能による内蔵I/Oレジスタの初期化
[デバッグ] -> [CPUのリセット]およびRESETコマンドでは下記に示す内蔵I/Oレジスタは初
期化されません。必ず、ユーザプログラムで初期化を行ってください。
SYSCR1、SYSCR2、IEGR1、IEGR2、IENR1、IRR1、IWPR、MSTCR1、TSCR

(17) SLEEP命令のステップ
コンディションコードレジスタ（CCR）の割り込みマスクビット（I）が1の場合、SLEEP命
令のステップを行わないでください。誤ってステップを実行し、正しくステップが終了しな
い場合、E10Tエミュレータを再起動してください。
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